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【討論】陣内秀信さん× 山崎亮さん（コーディネーター 中庭光

彦さん）

これからつくるべき・残すべき
『水都』という仕組みとは

日本の水の魅力は意外なところにある？

中庭さん　今後の水都を文化とコミュニティの側面から考えたい

のですが、ミツカン水の文化センターからも題材を提供します。

2014 年、日本滞在のアジア留学生 200 人に日本の水の魅力に

ついてインターネット調査を実施しました。まだ中間報告の段階

ですが、一部をご紹介したいと思います。

　まず日本の水のイメージは「きれい」が 94%と断トツ。日本

の水道水への満足度が86％なのに対して、自国の水道水への満

足度は28%でした。

　「水のありがたさを感じるときは？」に対して、自国にいると「久

しぶりに雨が降った時」が 46％と最多で、日本に来たらそれは

19%。雨にありがたみを感じずに済むほど、日本は水が充足して

いることに改めて気づかされます。

　「水に関する日本の観光、生活で推薦するもの」を挙げてもらっ

たところ、温泉、水道水、刺し身や寿司、川の景観などが上位を

占めましたが、欧米人観光客に人気が高い木の家や水田にはそ

れほど魅かれていません。

　「後世に残したい水文化」については、衛生的な水道インフラ、

豊かな水を蓄える森林や山々、生魚料理などが上位で、日本酒や

醤油などの醸造文化、水路が走る東京や大阪の景観、のどかな

田園風景などは下位でした。

　滞日アジア人留学生にとってもっとも魅力ある日本の水文化

は、きれいで豊かな水を供給するインフラです。景観や歴史資源

のみならず、経験することでわかる文化やコミュニティを水都とし

てデザインする方法が求められていることは、こうした調査からも

浮かび上がってきました。

趣味や興味でつながるコミュニティ

中庭さん　ここからは、どうしたら魅力ある水都を生む仕組みが

できるのかを議論できればと思います。

陣内さん　山崎さんの話で興味深かったのは、狼煙を上げること

が、点在していた各地域の市民の有志をつなぎ、瀬戸内海の「海

の道」を再現したことです。大昔、地中海で敵の来襲を知らせた

り、沖縄で大陸からの使者を歓迎した海辺の狼煙が、こんなかた

ちで現代的に復活するとは思いもよりませんでした。

山崎さん　かつては地縁型のコミュニティが祭礼などを司り、仕

組み化してそれが水辺のかたちをつくってきましたが、町内会の

力も薄れた今は難しい。だとすれば、地縁ではなく趣味や興味で

つながるテーマ型のコミュニティをどう仕組み化し、かたちにして

いくのか長いスパンで考えなければいけません。

水のありがたさを感じるとき（ｎ＝200）〈MA〉単位：％
Q1.あなたが日本で「水のありがたさ」を感じるのはどんなときですか？
Q2.あなたが出身国で「水のありがたさ」を感じるのはどんなときですか？

水に関する日本の文化（ｎ＝200）〈MA〉単位：％
Q3.あなたが知っている、水に関連する日本の文化はどれですか？
Q4.そのなかであなたが後世に残したいと思うものはどれですか？
出典：ミツカン水の文化センター「滞日アジア留学生※がもつ日本の水魅力イ
メージ」速報版　※東アジア・東南アジア圏からの留学生

6水都ルネッサンス「これからの水都像とコミュニティデザイン」を考える
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都市と田園がセットで残る仕組み

中庭さん　では具体的に東京と大阪を題材にして、これからつくる

べき・残すべき「水都」の仕組みについて、ご指摘いただけますか。

陣内さん　先ほどの「滞日アジア留学生が木の家や水田に関心

が低い」というアンケート結果は、それぞれの自国ではあたりま

えの風景だからでしょう。数十年前の日本人も同じように答えた

はずです。失われつつあることを知って初めて価値観が変わり、

魅力や愛着を感じるようになる。

　すばらしい水辺空間が東京郊外にはまだ残されています。例

えば日野市では、用水路が縦横に巡る豊かな武蔵野の田園風景

と都市空間が共存していて、行政も市民も、その価値にようやく

気づきはじめました。それが水都の発見であり、水辺の使い方や

役割は時代とともに変わっていい。

　1980 年代初頭、東京の水はきれいになりはじめ、1960 年

代には貯木場だったお台場にウインドサーファーが集まりました。

これがイメージアップにつながった。お台場の石垣の風景は、ぎ

すぎすした都会のオアシスのような役割を果たし、デートスポット

になりました。今ではビーチバレー、ハワイアンコンテスト、レガッ

タなど多彩なイベントにお台場の水辺は使われています。

　法政大学地域エコデザイン研究所では飯田橋駅近くの外濠で

水上コンサートを主催しています。観客はボートを浮かべて鑑賞

する。リピーターが多く、アーティストもこんなすばらしいステー

ジはないと感激しています。これは山崎さんがおっしゃった、地

縁ではなく興味でつながるテーマ型のコミュニティが水辺を使い

こなす取り組みにほかなりません。そんな可能性を秘めた水辺

が、実は東京には無尽蔵にあるのです。

　都心のそばなのにうっそうとした世田谷区の等 力々渓谷、モダ

ンな学園都市の奥に湧水が点在する斜面緑地の原風景を残す国

立市……。市民農園による地産地消の試みなどを通じて、こうし

た都市と田園のセットの景観が後世に残る仕組みを定着させた

いものです。

水辺でやりそうもないことを

中庭さん　場所だけが水都資産ではなく、「場所」と「思いもよ

らない使い方」の掛け合わせによっておもしろい価値が生まれて

くるわけですね。山崎さん、大阪ではどんなふうに水辺を「使い

たおして」いますか。

山崎さん　例えば中之島の対岸に位置する北浜テラス。昔のよ

うに川から船で乗りつけたいと思ったビルオーナーが、空調室外

機メンテナンスの名目で仮設構造物申請をして、その間だけ川床

で飲食することを何年間か続けていたところ、水都 2009のイベ

ントで河川敷の包括的占用者となり、常設が可能になりました。

それをきっかけに川床を設ける飲食店が増え、北浜テラスと呼ば

れるようになったのです。ゆくゆくは念願の船付き場も設置した

外濠で開く「水上ジャズコンサート」（陣内さん講演資料より）

武蔵野の田園風景と
都市空間が共存する
日野市

（ミツカン水の文化セ
ンター第 9 回里川文
化塾「 水の郷・日野
を歩く」実施報告より）

お台場の水辺（陣内さん講演資料より）
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いとのこと。

　2009 年（平成 21）８月にクルーズを開始した「御舟かもめ」

は水上タクシー。３人の若い船長が運営していて、この人たちの

おかげで水上からまちを眺める視点ができました。リーズナブル

な値段で気軽におしゃれなクルーズを楽しめます。

　大事なのは、まさに「思いもよらない使いこなし」。水辺でそ

んなことをしてもいいんだ、という発見のある使い方です。たとえ

ば、生活ヨガ研究所が主催している「リバーサイドヨガ」。べつ

に水辺でヨガをやらなくてもいいし、水辺だからより健康になる

わけでもない。でも「水辺でヨガ」の意外性から興味をもつ人も

います。本来、水辺でやりそうもないことをやったほうがいいんで

すね。水辺でパソコン教室とか。パソコンを習いに来て、水辺の

気持ちよさに気づく。もっと水辺に行こう、と思う。いかにも水

辺でやりそうなことだと、そもそも水辺に興味・関心のある人し

か来ません。

景観は人々の営みによって変わる

山崎さん　ランドスケープデザインに携わっていたとき、景観をデ

ザインするのはつくづく難しいと思いました。何をすれば景観デ

ザインになるのか。景観ができ上がるのは、そこで長年人々が続

けてきたなんらかの営みの結果です。だから景観を変えようと思

えば人々の営みを変えなければいけない。今まで水辺でやってき

たことをいくら積み重ねても水辺の景観は変わりません。水辺で

は活動しそうもない人たちにも集まってもらい、新たな営みを始

める必要があります。

　営みを変えるようにしむけるのがまさにコミュニティデザインで

す。水辺でやったらどうだろう、もっとこうすればおもしろくなる、

と話し合いながら、どんどん調子に乗ってもらう。調子に乗って

賛同する仲間が増えると、1 回限りではなくしつこく繰り返すこと

になり、行動が変わっていくわけです。

　営みが変わるには価値観や意識が変わらなければならないの

で、人々へのインプットが重要になります。どんな情報を発信し

て「そうか、こんなことができるんだ！」と意識を変えてもらうか。

そうして初めて行動が変わり、生活が、人生が、営みが変わり、

やがては景観も変わるのだと思います。

中庭さん　水辺に対する人々の価値観や意識が変わりそうな予

感はひしひしと感じられます。さらに推し進めて営みを変えるには、

すでにあるコミュニティのなかに入り込んで、働きかける必要があ

るわけですが、それを実践しておられる山崎さんにぜひお聞きし

たいのは、どうしたら地域の人たちと仲よくなれるのか、というこ

とです。「瀬戸内しまのわ2014」のプロジェクトでも、スタッフが

１人ずつ３つの地域に拠点をつくった、とおっしゃっていましたね。

山崎さん　はい。それについてはよい例があります。福島県の猪

苗代町で「はじまりの美術館」というプロジェクトにかかわったと

きのことをお話ししますね。「会津の三泣き」というのがあるんで

す。会津の人たちは、よそ者が入ってきても親しくしない。なので、

最初に入った人は皆のそっけない態度に「一泣き」する。ところ

が、いったん仲よくなったらとても親切で、涙が出るほどいい関係

になる。これが「二泣き」です。最後の「三泣き」は別れ難くて

熊本・天草の海で真珠の養殖作業に使われていた小舟を都市河川クルーズ用
にコンバージョンし、大阪の川を気持ちよく巡る「御舟かもめ」

（提供：御舟かもめ／撮影：小倉優司）

大阪・大川沿いの「八軒屋浜」と「中ノ島公園」で一年通して開催中の「リバー
サイドヨガ」。子どもから大人まで、誰でも参加できる

（提供：生活ヨガ研究所）
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泣く。とてもいい話ですが「一泣き」はとても困ってしまいます。

　僕らが地域に入って「寄り合いやりましょう、集まってください」

と言ったら全員「私は遠慮しときます」と。それでも「いやいや、

話し合いましょうよ、だって新しい美術館ができるのだから」と説

得してなんとか集まってもらいました。「新しい美術館でどんなこ

とやりたいですか!?」と、ありとあらゆる明るさの限りを尽くして

僕は話をするわけですが、貝のように押し黙ったまま。時々意見

は出してくれるけど、アクションが起こらない。

思いもよらないやりかたで豊かに

山崎さん　どうしたらこの人たちと仲よくなれるのか、作戦を練り

ました。地域の意思決定権者であるおじいちゃんたちと仲よくな

ろう、と。そのためには、まずおばあちゃんたちと仲よくならねば、

と思いました。単純ですけどね。おばあちゃんたちと仲よくなる

ために、とっておきの若い男性スタッフ3 人で美術館の横の空き

家に拠点をつくりました。

　そして、台所ではなく生活道路に面したベランダのようなところ

で毎日料理をするように、と僕は彼らに言いました。彼らはカセッ

トコンロで、道路側から家のなかに向かって料理をする。それで

道路に机と椅子を並べて食事する。ところが彼らは料理が異常に

下手なわけですね。そこにおばあちゃんが通りかかると「あんた

何食べてるの？」。これを1 週間続けると、いよいよおばあちゃん

は見るに見かねて野菜を持って来てくれる。これが仲よくなる第

一段階です。おばあちゃんたちから野菜を貰えるようになること。

　そうやって「ありがとうございます！」とお礼を言っていると、2

週間目くらいから、生野菜でなく料理を差し入れてくれます。お

総菜が貰えるようになると第二段階。

　1カ月すると第三段階で、ご主人が昔着ていた服などをもらえ

るようになります。ここまで来たらもう大丈夫。おばあちゃんたち

を誘ってワークショップをすると、皆がいろんな意見を出して、ア

クションにつながります。

　だから仲よくなるには、まず野菜を貰えるようになることですね。

中庭さん　まさに思いもよらないお話をありがとうございました。

陣内先生から最後にひと言お願いいたします。

陣内さん　山崎さんが各地のコミュニティで活動していると、そこ

にはさまざまなアイディアを持っている人たちがいるわけですね。

東京にもたくさんいるはずなので、そういう人たちと出会って一

緒に活動すれば、いろんな可能性が開けるにちがいないと思いま

した。例えば隅田川一つとっても、使いこなし方を変えればまっ

たく違った景色に見えてきます。東京は皇居周辺が有名なジョギ

ングコースですが、今は隅田川べりに可能性が出てきました。８

kmも断続して走れて、カフェやシャワールームも登場しつつあり

ます。隅田川というと屋形舟でお酒を飲むくらいしか考えられな

かったのが、健康志向の人たちや外国からの旅行者にもアピール

できる。そうしたアイディアがますます必要になってきます。

中庭さん　思いもよらない使い方をすることによって新たな関心

と人のつながりが生まれ、水辺が豊かになっていく――これが両

先生からの共通するメッセージでした。 東京、大阪に限らず、日

本中いや世界中で、そうした観点からの水都づくりが望まれます。

本日はどうもありがとうございました。

閉会後、ご来場いただいた皆さまに印象に残ったプログラ

ムや感想をアンケートでお尋ねしました。ここでは紹介し

きれないほどたくさんのご意見をいただきましたが、「思

いもよらない使い方」と「そこから生まれる関係性」という

新たな視点に対する驚きと共感が多く寄せられました。ま

た、陣内さんと山崎さんという分野も世代も異なる研究・

実践者をお招きしたことで、「いい意味で期待を裏切られ

た」という声もありました。 

陣内さんからは海外の事例を踏まえた幅広い視点による

「水都」の可能性を、山崎さんからは「水都」をつくってい

くために必要な人のつながりや仕組みをデザインするた

めのヒントを、それぞれ示していただきました。コーディ

ネーターを引き受けてくださった中庭さん、そして平日の

午後にもかかわらずご来場いただいた皆さまに感謝いた

します。

（文責：ミツカン水の文化センター）
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